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川口肥料ニュース

～雨続きで栽培管理がすごく難しいですね～10
26.929

月号

今年は「秋からの準備」をお薦めします

　自然界では多様な微生物が協力して有機物を分解・地力化して
います。有機物分解のスタートは「糸状菌（麹菌等）」が担い、
その後「細菌（納豆菌、放線菌）」→「乳酸菌」→「酵母」が
順々に働きます。
　秋（または早春）の涼しい時期は糸状菌が良く働くので、有機
物分解（土づくり）を開始させるのに最適なのです。
なお、東北以北の寒冷地では冬の訪れが早く、無理に秋耕せず早
春からの分解開始が望ましい地域もあります。その場合は菌は多
めに施用し、エサになる中熟～完熟有機物や窒素添加をすること
をお薦めします。
（春からの未熟有機物の投入は絶対にやめましょう！）

①一発肥料や化成主体の施肥で育てている圃場
②同じ科の作物を連作している圃場
③未熟な有機物（生厩肥・臭う堆肥）を使用している圃場

中東情勢や日中関係が原因で肥料の原料供給が不透明な状況です。
肥料の値上げが見込まれるため、使用する肥料の見直しや、より無駄なく効かせる施用技
術に関心が高まっています。

おススメ資材

「１０月以降の秋耕」をお薦めします。今年は特に残渣分解（稲ワラや秋冬作野菜残渣）
を促すために微生物資材の利用をご提案します。
特に以下の３タイプ圃場は単に耕耘するだけでは「分解不足」や「土壌バランスの崩れ」
の改善が難しく、微生物パワーを借りるべきです。

有機分解力の高い糸状菌入り資材を秋耕時に使うことで春に差が出ます。
「肥料高騰時こそ土作り」をお忘れなく！

①～③は土壌バランスが悪化しやすく、根の張りが悪かったり、
根傷みを起こしたりと春から障害が起こりやすく、回復に肥料分を
無駄に使うことになりがちです。

なぜ秋からの土作りが良いか？

秋からの土作りで、春からの生育スタートを改善

　シッカリした土づくりを行うことで、施用した肥料を
無駄なく吸わせ、減肥しても健全生育し、収量は落とさ
ないことを狙いましょう。
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